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ワクチンのコンセプト


•「弱い病気を起こさせて、それに似た恐ろしい病気を
予防する材料」

•医学が進展しようとも、感染症の予防に有効で副作用
ゼロというワクチンは開発されない

•リスクを少なくすることはできる

•重篤と軽微な副作用を区別



ワクチンの意義

•かからない為、かかっても重症化しない為

•他人に感染させない為

•みずぼうそうパーティー・はしかパーティー

• VPD: vaccine preventable disease ワクチンで防げる病気



生ワクチン

•生ワクチン

•弱い病原体

•獲得免疫が強い（最近は二回接種）

•ワクチン株感染による副反応（発熱・発疹）

•同時接種でなければ次は原則27日開ける



不活化ワクチン

•不活化ワクチン

•病原体の成分・弱めた毒素

•追加免疫（ブースター）が必要

•免疫賦活剤（アジュバント）による局所反応

•同時接種でなければ次は原則6日間開ける



定期接種と任意接種

•定期接種：原則として公費負担、補償は比較的厚い

•任意接種：原則として自費、補償は医薬品に準ずる

•他に行政措置接種（インフルエンザなど）あり

•任意＝打たなくてもいいワクチンではない!!

•欧米ではワクチンは殆ど公費負担・医療保険で賄われる





同時接種

•医学上・法律上は問題なし

•生・不活化、定期・任意・行政措置関わりなくOK

• DPT＋ヒブ＋肺炎球菌＋B型肝炎＋ポリオ＋BCG

•太ももにも接種します（BCG以外）



Rota; ロタウイルスワクチ
ン（未発売）
PCV7; プレベナー
Hib; ヒブワクチン
DTaP; 三種混合,DTP,

HepB; B型肝炎
IPV; 不活化ポリオ（後
述）
IM; 筋肉注射
SC; 皮下注射
今後子どもにも筋肉注射
ができる予定

www.aimtoolkit.org/



多価（混合）ワクチン

•海外では、同時接種よりも多価ワクチンが一般的

•痛む箇所が少ない

• 6種混合ワクチン=DTP+ヒブ+B型肝炎+不活化ポリオ

•日本ではDTP+IPVのみが治験中



同時接種後の死亡について

•海外では調査の結果、否定されている

•今回は紛れ込みが疑われる

•赤ちゃんの年間死亡例は約2600名。SIDSは約150名

•公費負担による接種ラッシュと重なった？



赤ちゃんのワクチン
接種は計画的に



ワクチンは計画的に

• DTPは出来るだけ早く接種しましょう

•日本では生後3ヶ月。海外では生後2ヶ月

•少なくとも2回DTPをしたらBCGをしましょう

•肺炎球菌・ヒブワクチンは生後2ヶ月から

• B型肝炎は生後すぐ可能です



百日咳

 短い咳が連続的に起こり（スタッカート）、続いて、息を吸う時に笛の
音のようなヒューという音が出る（笛声：whoop ウープ）。この様な
咳嗽発作がくり返すことをレプリーゼと呼ぶ。しばしば嘔吐を伴う。

（略）息を詰めて咳をするため、顔面の静脈圧が上昇し、顔面浮腫、点
状出血、眼球結膜出血、鼻出血などが見られることもある。非発作時は
無症状であるが、何らかの刺激が加わると発作が誘発される。また、夜
間の発作が多い。（略）無呼吸発作からチアノーゼ、けいれん、呼吸停
止と進展することがある。（「感染症の話」より）



赤ちゃんの百日咳

Youtube 咳很大!!!原來百日咳這麼恐怖(嬰兒篇)



子どもの百日咳

Youtube  百日咳



青年期の百日咳

Youtube 青少年百日咳



百日咳の注意点

•非典型的な百日咳症状はいっぱいある

•特に大人や年長児。ワクチン接種者。

•軽症な百日咳でも感染力は充分ある

•親が赤ちゃんへの「感染源」

•欧米ではティーンエイジでDTPを再接種する



入園前後

•早めにみずぼうそう・おたふくのワクチンは済ませて
おきましょう。

•例：MRと同時接種又は一ヶ月後

• B型肝炎ワクチンもおすすめ



麻疹

•感染力が強く、重症化しやすい。

•ワクチンで予防できる病気 VPDの代表例

•今の麻疹流行は海外から（中国、フィリピン）

•流行時は一歳前にワクチンを



風疹

•いわゆる「3日ばしか」

•でも重症例あり

•妊婦が感染すると胎児に影響

•先天性風疹症候群（白内障・難聴・先天性心臓疾患）

•妊婦への感染源は家族（パートナー、子ども）



MRワクチン

•麻疹：Measles 、風疹：Rubella

•最初のお誕生日を迎えたら、まず接種しましょう

• 1才前にMR（又は麻疹単独）を接種しても、接種しま
しょう

•麻疹：接触後72時間以内接種が有効



水ぼうそう

•水痘・水疱瘡（みずぼうそう）

•素地にアトピーや乾燥肌があると、悪化しやすい

•痒いし、おしっこする時に痛がる

•治癒後神経の奥に潜み、その後帯状疱疹になることも





水ぼうそうワクチン

•効果としては70ー90%。かかっても軽く済む。

•接触後72時間以内に接種すれば、ある程度予防効果

• 1才で一回。3～5才で二回目

•値段がやや高め



おたふく

•耳下腺が腫れる痛がる。

•感染しても発症しないこともあり（不顕性感染）

•その他合併症多い：膵臓炎、髄膜炎、精巣炎、卵巣炎、難
聴など・・・



おたふく難聴

•片方だけだが、治らない

•無事な耳も将来障害を受けることも（遅発性内リンパ
水腫）

•頻度；「一万人に一人」→「千人に一人」

•多くの場合、見過ごされている



おたふくワクチン

•有効率90％くらい？

•アメリカでは二回接種でも感染例あり

•おたふく自体、二回以上自然感染例あり

•感染者接触後のワクチンは効果ないと言われている



B型肝炎ウイルス（HBV）

• B型肝炎ウイルスは、非常に感染しやすい

•園内、家族間(祖父⇨孫⇨父)

• 5歳以下で感染するとキャリアになりやすい

•キャリア：持続感染しその後肝硬変や肝細胞がんに

•最近はキャリア化しやすいタイプが流行中



HBVワクチン

•日本よりもHBVの発症率が低い地域でもワクチンは赤ちゃ
ん全員にします

•日本では母親がキャリアの場合のみ赤ちゃんに接種

•アメリカでは日本に一ヶ月以上滞在する場合、HBVワクチ
ン接種が求められています

•キャリアもそう出ない人も、安心して暮らせる社会に



ポリオワクチンの問題

•天然のポリオウイルスが存在する限りワクチンは必要

•現行の生ポリオワクチン(OPV)では、ウイルスが先祖返り
し、麻痺を起こすことがある。

•確率は100万人に2-5人であり、日本が毎年100万人の赤
ちゃんに接種している限り毎年麻痺の赤ちゃんが犠牲

• 440万人に一人は「ガセ」



ポリオワクチンの問題2

• OPVをした子供の便からウイルスが排出されて周りに感染

•そのため麻痺になった親もいる

•「子供のオムツを替えたらポリオになった」

•特に昭和50ー52年生まれの親は抗体価が低く感染しやすい



ポリオワクチンの問題3

• 2010年神戸で、ポリオワクチン未接種乳児が麻痺

•便からポリオウイルス（ウイルス由来）が検出

•つまり、第三者からの便から排出されたポリオウイル
ス（ワクチン由来）が市井に流れていた可能性

•この国で、OPVを続けるのは無理がある



ポリオワクチンの問題4

•不活化ポリオワクチン(IPV)では麻痺は起きない

•多くの国でIPVを選択、または移行中

•いわゆる先進国でOPVなのは日本だけ



生ポリオ(OPV) 不活化(IPV)

必要回数 三回以上
四回以上(IPVも
含めて)

麻痺 あり なし

接種機会 自治体 個人で探す

接種方法 内服 注射

日本の二回は不十分



せきぐちクリニック

ふたばクリニック

プライマリーケア
東京クリニック


